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いかだのいかり綱に付着したムラサキイガイ養殖試験終了後引上げたいかだ

,ユ

＆

燈浮標コンクリートいかり
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戯

燈浮標

炉々

燈浮標のコンクリートいかり
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序

水質汚濁あるいは埋立による漁場衰退に対する対策I主東京内湾においては昭和初年から，

漁業者をはじめ当事者間の重要研究課題として取り上げられ，特に，ノリ養殖場の沖出しにつ

いては，当場においても昭和４年から沖合養殖試験に着手した。

戦後，網ひびの普及により，この問題は-時的に解決されて，かなり沖合に進出することが

できたが，近年急激な水質汚濁によって，更に沖合への進出を余露なくされ，当塲では，白再び

昭和２９年以降沖合養殖試験を開始し，５５年度には，本格的に沖合で試験を行って，一応所

期の成果を上げることができた。本報告書は現在までの試験経過の概略をも含めて編集し，従

来の沖合養殖試験をすべてふかん（術臓）できるような総合的報告書とした。

なお，沖合養殖の方法については，東京湾の時殊海況からゑて，更に新方式を案出すべきで

■

｡

あると考えるので，５４年藤以降に考究することとしたい。

昭和５４年１２月

東京都水産試験場長 鈴 木 順

￣
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表２昭和初:期におけるノリ沖合養殖試験実施経過

表５従来各所において行われたノリ沖合養殖試験叉は事業の概蕊

図１昭和初期におけるノリ沖合養殖試験の経過図

図２従来各所において行われたノリ沖合養殖試験叉は事業の施設図
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Ｉ緒言

昭和２９年度以降開始したノリ沖合養殖試験は，第５年目を迎え，その間遂次改良を加え

てきたが，本年は本格的に沖合でこれを行い，主としてその耐波性を試験の重点とした。養

殖いかだ（筏）の強度試験に関しては，理論的な試験を行っていないので，５４年度に行う

塩化ビニールパイプ利用の養殖試験と並行して実施する予定である。

Ⅱ試験方法

（１）試験地大田区地先羽田沖水深７ｍの個所（図１）面積ス２６０㎡

（２）試験期間昭和５５年１１月１日～昭和５４年５月５１日

（３）試験の具体的方法

同標識の設置

試験地は，ノリ養殖場の沖にたたり，漁船以外の小型船舶の往来もひん鑿なので，ブ

イ（夜間点燈）を周囲５か所に設置し，更に，その間に真竹で標柱も建て込んだ。

㈹養殖いかだの設置

図２に示すようにＩ型を５台ずつ並列に連結した屯の２組同じく２台連結したもの

１組及びⅡ型を２台連結したあの１組計１０台を設置した。

㈲養殖いかだの構造及び設置方法の概要

Ｉ型（図５）

従来の試験により改良を加えてきたもので，径１５c1n，長さ1.55772の杉丸太を２

つ劃にしたものに，径約５cm，長さ４５cnzのかし（樫）棒を両端からそれぞれ７ｍの

処に各１本埋め込んだものを基礎にして，これに径約６cl7zの真竹を１．２，幅で２列に

そえて１２番線で結着し，長さ１８７１zとした。いかだを固定するためのコンクリート

いかり（錨）は,角型約４５K,のものを5.6ｍごとに１個計６個結着し沈設した。この

ほか，いかだを２台連結した場合はその並列方向に直角に前後各１丁ずつ，５台連結

した場合は前後各２丁ずつ，１２K,のコモンアソカーを径６１，Jzのワイヤーロープで張

って固定した。

網ひびは，１０月中旬江戸前漁場でタネ付を行ったものをかし棒に手なわ（繩）を

とって張込んだ。

つ

運

ひ

い
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誇蛎 、おてｂな改良薦 コソ９～スズ名
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図５養殖いかだ（Ｉ型）のおもな改良点
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Ⅱ型（図４）

径約６c7nの真竹を用いて１２番線で結着し，幅１．５２ｍ，長さ１８ｍのわくを組み，

その上に，枝付もうそう竹を二つ劃にしたものを２列に並べた。コンクリートいかり

は5.6ｍごとに１個とした。又，２台連結としたので>コモンアンカーは径６ｊｍｉｉｌｌのワ

イヤーロープを用い，連結したいかだの並列方向に直角に前後各１丁ずつ張って固
定した。
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図２.従来各所において行われたノリ沖合養殖試験又は事業の施設図
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￣寺－－

水平ひび

Ｉ型及びⅡ型を設置した両側に，漂流物防除さく（柵）を兼ねて，従来の水平ひび

と同型式のもので，支柱竹の間隔を，従来のものの２倍すなわち約5.6ｍにしたもの

を，２きぐずつチヨウチヨ張りに設置した。なお，支柱竹には，シュロ綱（径4.5ZZﾘﾘz）

を張って相互の張力で竹のたわゑを防ぎ，綱を張る場合は，支柱竹以外に，各支柱間

に１本ずつ，この綱に手なわをとった。

Ⅲ経過及び検討

試験の主要経過は別表１に示すとおりで，おおむね順調に試験を終了したが，耐波性等各

型式について管理上問題となった点は次のとおりである。

なお，試験期間中の最大風力は５～６であった。（波高1.5ｍ波長５ｍ程度）
Ｉ型

いかだ自体の耐波性については，当初約５か月は問題なく経過したが。横木と浮竹とを結

着してある針金が腐しよくするにつれて，それが切Ｉ新され修理を余簾なくされた。

（､１，２台連結したものは，コモンアンカーを四方に張っていなかったために，いかだが瓦

に接触することが多く，かつ，強風時には一部分重なり合うこともあって，管理操作上不便
であった。

このほか，当初海底の硬軟によっていかだを定水位（綱の位置は８段線）に保つことに苦

心したが，これはコンクリートいかりが落ち着くまでの間で，コンクリートいかりと連絡し

ているロープの伸縮を行う結索位置を，いかだの横木の位涜にすれば解決されると考えられ

ろ。

海底の硬軟については，本試験の実施前，別の目的で行った魚鞘架知機（株式会社鹿研提

供ＮＳＳ式）による調査結果（図６）からゑて，あらかじめ魚群探知機で調べておくことも

管理上有効と考えられる。

管理途上において綱の手な揃秒るんで下がっていた場合は，波によって綱があおられて立

木にひっかかって破れたこともあった。

Ⅱ型

いかだ自体の耐波'性についてはＩ型と同様経過をたどり，針金の腐しょくによりいかだを

構成する浮竹が分離するようになり，修理を余壌なくされた。叉，２台連結でコモンアンカ

ーが，２丁だけであったために，Ｉ型同様接触が起り，管理上不便であった。

なお，付着器として使用した枝付もうそう竹は設置前のアク抜が不十分であったためか，

企

⑪

二

心

－１５－



芽の付着状況が悪く，摘採に至らないうちに，重油の被害を受けたので収穫は皆無であった。

水平ひび

径６０７mと４c7mの竹をつないで支柱付を作成したが，試験終了まで折れるようなことはなか

った。込綱はノリの生長とともに中央部がたれ下ったが，着生種がスサピノリであったた

めか，成育途上においてもほとんど支障なく推移した。

2．収穫量について

表２収量比較

審桐方式Mii糸の禰難

試験期間中の。収量を養殖方式及び綱糸の積類別に整理すると，表２のようになる。耐

波性試験を重点にしたために，摘採は水平ひび及びいかだ式（Ｉ型）とも。２回ずつ行っ

たが，水平ひびについては，平年作をやや下回る程度の収穫で，いかだ式はそれよりも更

に下回る収量であった。しかしながら収穫に重点をおいたならば，更に収量を増加し得るこ

ことはまちがいないので，この点については沖合における採苗も含めて，次年度において

考究することとしたい。

なお，さきにも述べたように，いかだ式Ⅱ型については，芽付状況の不良等から収穫は

皆無であった。

5．沖合養殖いかだ（Ｉ型）と水平ひびの設置及び撤去に要する経費と労力の比較

水平ひびとの生産諸経費の比較は最も重要なことではあるが，現在試験中の養殖いかだ

は，いまだ多分に改良の余地があり，決定的な計算は時期しよう（梢）旱なので，大略の

計算を次に示すこととする。（計算の基準は水深７加とした。）

なお，養殖いかだは１０間のものを用いたので，水平ひびも１０間（チヨウチヨ張）に

ついて計算した。Ｌノリ綱については共通なので計算を省略した。計算の結果から，資

材費については，養殖いかだは当初多額の経費を必要とするが，耐用年数から－漁期平均

所要額を承ると，水平ひびの２倍弱ということになる。込所要労働力は－漁期平均で水

平ひびの４倍強を必要とし，かなりの開きがあることがわかる。（摘採，管理に要する労

力は算入していない。）

．■
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養殖方式綱糸の種類
長さ及び
枚数

摘採
回数

収量
10間当り
換算収量
備考

水平ひび シユロ

〃 コイノレヤーソ

いかだ式
(~Ｉ型）

シユロ

いかだ式ｺｲﾉﾚﾔｰｿ

計

枚
２

蕊
２
４
４

×
×
×

５
０
０

２
２
１
１

廷２回

２

２

２

牙
几

０
０
０
０
０

田
奴
鬼
伍
孔

１
１

４

Ｐ
Ｋ

５
５

２
９
２
７

矼
凪
凪
旧

野外人工採苗分
1枚は重油被害のため摘採１回

1枚は重油被害のため摘採１回

野外人工採苗分
1枚は船舶のため約半分破損

1枚は船舶のため約半分破損



◆

０

4．今）後改良を要すべき点について

試験の経過からみて，各型式ともに更に改良の余地があることが考えられるが，主とし

て従来試験を重ねてきたＩ型について述べることとする。

ァいかだの連結法とコモソアンヵーの張り方について

２台連結のいかだが，強風時に重なり合った原因がコモソアンカーの張り方にあった

ことはすでに述べたが，５台連結でコモソアソカーを四方に張って，この種の故障がな

かったことからゑて，５台以上の連結でコモソアソカーを四方に張る方法を試ゑろべき

と考えられる。

◆

０

－１５－

区分 負 数 単価 金額 耐用年数
￣漁期平
均所要額

資
材
費
の
比
較

養
殖
い
か
だ

水
平
ひ
び

浮竹（真竹径６c77z）

支柱（力

横木(杉篭
針金（＃１２）

2.5c77L

４５c７１ｚ

１５c77z

1､５．Ⅵ

）

）

シュロなわ（径１２jmnz）

ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ(径6ﾉﾘzﾘﾛ）

鉄いかり（１５K?）

コンクリートいかり

計

真竹（径６c77Z）

〃

針金

計

(径４c71z）

1束（６本）

２２本

5.5本

２Ｋ，

沼丸（6077Z）

沼丸（２５ｍ）

1丁

６個

4束（22本）

2束（22本）

１Ｋ，

450円

5０

500

6５

ス５００

５２５２

1．５１５

500

450

450

6５

１ ，

２ ９

450円

660

650

6５

500

656

1．５１５

１．８００

２０７６

１ ０ 720

860

6５

2，６４５

２
５
５
１
５
２

０
０

１
１

ワ
』
ワ
」
几
Ｉ

円５
０
０
５
５
８
２
０

１
２
５
６
５
２
５
８

２
２
５

８
５
１
１

５２５
９

２

860

450

6５

1，５５５

作業区分 員数
所要
労働力

更新叉は修理を必
要とする経過年数

一漁期平均
所要労働力

労
働
力
の
比
鮫

養
殖
い
か
だ

水
平
ひ
び

横木作成（立木理込を含む）

ｺﾓｺﾉｱｿカー調製（
ワイヤーロープ

結着を含む

コソクリートイカリ調製

いかだ組立

いかだ設置及び撤去

計

鵯

）

ヤーロー

着を含tｆ
）

支柱竹調製

麦住立及び抜坂

計

本
丁
個
台
台

１
１
６
１
１

１

２２本

２２本

人６
１
４
６
０
７

０
０
０
０
２
ａ

２
６
８

●
●
●

０
０
０

５
１
１
１
１

１
１

人２
１
－
４
６

０
０
０
０

０
５

■
●

ワ
」
｝
ｏ

２
６
８

０
０
０



難。×

８

イいかだの作成材料について

試験の結果Ｉ型，Ⅱ型ともに設置後約５か月で，いかだ祷成材を結着している針金が

腐しよくして，いかだに破損が起ったが，ノリ養殖期間を蒲じて，破損しないような結

着材料叉は，方法を考究する必要がある。

ウコソクリートいかりのロープの結索個所について

コソクリートいかりのしゆろロープは，いかだの横木の両端を結んで，Ｖ字型にとっ

たしゆろロープに結んでいたため，いかだの沈下等で，いかだの水位を変更しなければ

ならない場合に非常に不便であった。ロープはそのまま横木に結び横木の位置で操作す

るのが便利と考えられる。 ／■、

○

熱

〃

、
。

〃

己

エチの

本方式は，前項５に述べたように，従来の水平ひびと比較して，その生産過程におけ

る経費，労力がはるかに大きいことが一番の問題点である。叉，いかだの構成から設置

に至る間に，その占有空間が大きいことは，養殖基地となる漁家及び資材置場の現況か

らみ)て難点がある。この２点の解決については，養殖方式の根本的改良又は養殖現地に

おける簡易な組立の可能性を，資材，技術の両面から解決すること以外にはないわけで

ある。

０

－１６－



別表１ ノリ沖合養殖試験主要経過
プ

年月日

５５．１１．１９

作業事項

灯浮標設置点測量

r】｢浮標設置準備

灯浮標設置

養殖いかだ（Ｉ型）設置

養殖いかだ（Ｉ型）設置

水平ひび支柱竹建込

養殖いかだ（Ⅱ型）設置

養殖いかだ（Ｉ型）及び

水平ひび支柱竹に網張込

摘

真竹建込により標示。

要

１１．２１

１１．２１～

２５

１１．２９ 北側５台

南側５台１１．５０

１２．５

〃

１２．９

△

●

１０月２７日江戸前漁場に張り込み，タネ付した

シュロ網５枚，（糸状体使用による野外人工採

苗を行ったコイルヤーン網も含む。）

ご承のてん絡が多い。

ＭＩＨぱ竃網… 船舶の侵入が原因と推定され，Ｉ型の北側２台

の沖側各約７ｍが破損した。

南側２枚,野外人工採苗分９１K,，合の子分51.5K,

南側は浮泥のたい積が多いため約０７ｍ沈下し

た。

1．２１

１．２４

水平ひびのノリ摘採

養殖いかだ２台が沈下し

たので持上げ作業

灯浮標修理

養殖試験地調査

養殖いかだ（Ｉ型）のノ

リ摘採

水平ひびのノリ摘採

養殖いかだ（Ｉ型）網修

１２６

１．２８

２．１ 8台分，野外人工採苗分６０堪合の子分４０K？

２５

２．１２

北側２枚，野外人工採苗分７５K?，合の子分６０K;ｐ

手なわゆるみ多く，横木と浮竹の接合部の針金

によって網が切れる。北側は船舶の侵入により

網の一部（約４間）が使用不能となる。

南側２枚，野外人工採苗分２０鴫合の子５８K,

旬

理

⑪

水平ひびのノリ摘採

養殖いかだ（Ｉ型）のノ

リ摘採

２１６

２．２８

８台分，野外人工採苗分５５K,，合の子２１K子

－１７－



養殖いかだ修理５５．５．４ 横木と浮竹の接合部の針金の切断によるいかだ

破損及び手なわ切断による網の破損が多い。

北側の水平ひびを除き全部重油を被り，商品価

値なくなる。

被害量養殖いかだ（野外人工採苗分５０K９，合

の子２町），水平ひび５８町，いずれも推定

北側２枚，野外人工採苗分２４K,，合の子２０K９

撤去までの，いかだ保全のため，補強工作を行

う．

5.初旬 重油流入により被害

水平ひびのノリ摘採

養殖いかだ修理

3．１１

５．１６

養殖いかだ撤去４７

Ｗｔｆ－ずび

本年度の養殖試験の結果，養殖いかだＩ型について多少の問題点はあるが，実用化の端諸を

をつか承得たわけである。しかしながら経費，労力の過大をはじめ，幾多の難点を今後解決

しなければならないので，従来の試験にとかく欠けていた物理学的な面あるいは土木学的な

面の検討もあわせて，試験を継続することとしたい。

文献

薗京府水産試験場東京府水産試験場事業報告１９２９～１９５２

〃 〃 事業概要１９５５～１９５８(順１～１４）

〃 〃 業務功程１９５８～１９４０(/I(i：１５～１７）
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三浦恭太郎（１９５５）浮子式海苔養殖法プリント（大槌浦海苔養殖組合）

小野寺房雄（１９５６）スライドによる筏式海苔養殖法の研究発表（要旨）

第２回水産業技術改良普及研究発表資料

千葉県水産試験場内湾分場（１９５６）海苔沖合養殖法

神奈川県水産指導所内湾支所（１９５６）のり沖合養殖試験内湾漁業振興対策事業報告

宮城県代ケ崎浅海増殖研究会（１９５６）海苔，若布混殖筏式養殖について

第２回水産業技術改良普及研究発表資料

赤坂義民（１９５９）浮き流し養殖法とウツプルイノリ海苔タイムス（５４．８１）

●

５

＝１，８－－
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昭和２９年度以降実施したノリ沖合養殖試験経過

昭和初期におけるノリ沖合養殖試験実施経過

従来各所において行われたノリ沖合養殖試験叉は

事業の概要

昭和初期におけるノリ沖合養殖試験の経過図

従来各所において行われたノリ沖合養殖試験又は

参
１
２
５

表
表
表

東京都水産試験場

東京府水産試験場

藤森池

１
２

図
図

事業の施設図

■
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昭和２９年度以降実施したノリ沖合養殖試験経過

東京都水産試験場

●

の

■

－２１

年度
試験実
及び

方式 規模 試験期間 結果

昭和29年 江戸前漁場

水深６ｍ

沖 浮ばん(だ)式

いかだ式

８枚

(長さ４５ｍ）

2台

(長さ１８m）

１１月 〆､己 ５月

１１月～５月

3回にわたり，風波及び船

船による被害を受け，網の

切断流失があった。ノリは

5ｍまでのびたが収穫はな

く ，

つた

ハパノリの着生が多か

○

上記と|司様の被害を５回に

わたり饗け，２月末には修

理ﾌｲﾏｉＥとなり ，
いかだの強

度の悪い点を認めた。収穫

量は７K!？（２台）を得た。

昭和50年 大森大正場沖

水深５ｍ

いかだ式 ２台

(長さ９ 770 ）

１１月～３月 船舶により２回被害を受け，

網は切断されたが，いかだ

には支障なかった。収穫量

は１０K,（２台）を得た。

昭和51年 導流仲西側

水深５ 77Ｚ

いかだ式 5台

(長さ１８ｍ）

１２月～５月 漁期間を通じ風波による被

害は無かったが ， １月下旬

以降になって手なわの切断

が数か所に及んだ、収穫量

は858K９（５台）を得たが，

汚水の影響を受け，縮れ

葉を生じ製品とはならなか

つた 。

昭和52年 導流沖東側

水深５ｍ

いかだ式 ５台

(長さ１８ｍ）

１１月 宍～ ３月 漁期間を通じ，風波による

破損は無かったが，５月４

日船舶による被害を受け，

いかだの一部と網の大部分

が破壊された。被害時まで

の収穫量は９１K,（５台）

であった。



昭和初期におけるノリ沖合養殖試験実施経過

東京都水産試験場

g和４隼|道流さく東根 4年１０月５日～l溺死 切与1

ゴリ羊４月１２日ｌ菅１１偵誠

昂のため朕

仮Iこより級

〕月１９円

可船舶

H・小

うり

｡、しつ汀し７こｃ

。ｆ更９１コ

DＨ７Ｒ

)Ｆ１〆１，口そ～ａ

江打L刀Iｴﾖﾖﾖﾌ〈:ｃ

卜ＨＦｌｐ９

⑧

－２２－

Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｆ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

ｌ窪一罐 試験実
及び

導流さく東例

水深約５ｍ

方式

はえなわ式

中層いかだ式

コンクリート

台さく(柵)式

規模

２台

(長さ２７７７Z）

1台

(長さ１０ｍ）

1台

(長さ２２ｍ）

試験期間

4年10月５日～

5年４月１２日

4年
１０月１９日～

5年５月上旬

4年９月下旬

(１０月２日

ひび立）

結果

移殖ひびを使用し，当初発

育11頂調であったが１２月の

高水温のため脱落，以後風

波により破損はなはだしく

試験を中止した。

昭和５年１月に芽付を見，

||頂調に発育したが，５月上

，

旬船舶により全部破壊され，

ノ ﾘは盗まれた。風波に対

する抵抗力は強いものと認

められた。

１２月に芽付を見たが，ひ

びの位置が高かったため成

績不良であった。風波に対

する抵抗力は強大。

羽田地先

水深２～2.57〃

導流柵南端

水深５．５ｍ

中層いかだ式

(第１法）

中層いかだ式

(第２法）

中層いかだ式

(第２法）

1台

(長さ５６ｍ）

1台

(長さ５６ｍ）

１台

(長さ５６ｍ）

5年10月８日～

6年４月２２日

5年９月24日～

１２月７日

5年10月７日～

6年４月１４日

はえなわ式，コンクリート

台さく式は風波に対する抵

抗力，あるいは施設費用の

点で中止した。

１１月末に少量の芽付を見

たが

し

が

り

プ

，

，

７ 青ノリが大量に着生

一時摘採不能となった

その後新芽の発芽によ

２月１８日から４月

２２日まで１０回の摘採を

行い優秀な製品を得た。

風波による損失は皆無であ

ったが，船舶による損失は

大でｂ２月中旬にはいかだ

の５分の１が破損した。

１１月中旬，相当の小芽の

着生を見たが，風波による

破損箸し〈大部分は沈下し，

残部で僅少の収穫を得た。



●

伊

－２５－

昭和６年 羽田地先

水深２～2577Ｚ

導流柵南端

水深5.5ｍ

中層いかだ式

(第１法）

中層いかだ式

(第１法）

2台

(長さ1帥）

2台

(長さ1帥）

地子（１台）

６年
１０月１６日～

7年３月１日

移殖（１台）

６年
１０月２６日～

7年２月２７日

地子（１台）

6年１０月28日
～7年４月１５日

移殖〔１台）

6年10月28日

～7年４月1王１

ひびの蓮込が遅れたに屯か

かわらず，芽付，発育よく

１２月には一般のひび並と

左り手入れは一潮遅れたの

承であったｏただし３月に

入っていかだが破損して摘

採不能となったハ

収穫は予想の４分の↑ぐら

い-口移殖６９９枚地孑

９６６枚であった。一般の

ひびより良質高価の製品を

得た。

羽田地先と|司様経過をたど

り ， 後期にはいかだも大部

分破損した。破損の原因は

人為的（船舶による）のも

の８分P 自然のもの２分と

忠られる。予期の成績をあ

げ得たものとすれば経済的

にも成立する見通しを得た。

収穫は移殖７９５枚，地子

５１８枚。

昭和７年 導流さく南端

水深5.5ｍ

中層いかだ式

(第１法）

５台

(長さ１８ｍ）

地子（１台）

7年１０日１４日

～２月上旬

移殖（２台）

7年10月18日

～４月１５日

地子は建込が遅れたため，

芽付悪く,そのうえいかkうｳﾐ沈

下し発育不良となり，２月

初めに上部をわずかに摘採

したが，ますますいかだが

沈下したため試験を中止し

た。

移殖は当初芽付，発育と

もに悪かったが，１２月に

入り回復して１月５０日手

入れをし，その後うZ発育低

下(､過程を経て回復し，５

月から４月中旬にかけて収

穫の大半をあげた。収穫量

は4,450枚で前年の約５倍

であった。

昭和８年 中層いかだ式 ２台

優さ１１ｍ）

沖合養殖の経済的検討をし

た Ｆ１



□９個

ワ

ひ

流さく南端 中層いかだ式 １０月２５日～２台

(長さ5.6ｍ）

昭和10年

中層いかだ式品川湾口中間

水深１２ｍ

（ノリ場沖合

５，０００ｍ）

２台

(長さ５．6ｍ）

１０月１４日～

１２月中旬の大暴風雨によ

り被害を受け，その他風浪，

船舶による破壊流失多く，

５月には全部使用不能とな

った。

同上

昭和､勝1中庸だひび１重ィ
〃｜藤網式浮ひび１５台 〃

■

(鬘9鰍）
ヤシ総拭

浮ひび ｍ
ｍ

ｍ
ｍ

ｏ
ノ
ロ
〕

。
〃
Ｒ
）

（
ロ
０
１
（
口
０
１

５
幅
長
５
幅
長

同上〃

）（

〃１割竹式浮ひび 同上

）（

－２４－



ヨ申Erlの-た異

渡害を受け。その他風振

三１８
冊舶lこよるhRY壊流弓］ＯＬ

】畠０．９

目

こより５)てＬＤＬト程明｜程

６ｍ正一でﾗ簿ﾀU園、1両信じ、桃①

、限r彦奔弓FIIﾉゴ

。６日|今剖B移瀧

１１日に石

波損流失{工全

ＫフシyEiFf々

､奴

Ｘ

ヌ／Ｕｕ４

価

。中旬ｊＨｽﾞ:1コ

０．１銭の常

劇ひび着W頂試①ＴＴ三Uhl弓

寵7分開始

－２５－

昭和12年 不明 いかだ式

浮動式

長ひび

不明

〃

不明

〃

設置後２か月で破損

使用可能水域の限度を究明

することを目的として実施

中

昭和15年 導流 さく

南東沖

7k深777Ｚ

沖合改良ひび

（５５尺）

７Oさく

２，１００株

15年１１月６日

～14年5月

全部移殖を用い１２月２６

日に初手入れを行い５月ま

で摘採，破損流失｛ま全くな

かった。摘採はカイを用い

ることができず，ひびにつ

かまる以外に方法なく風波

の強いときは摘採不能で，

生育した葉体を流失するこ

ともあった俘

生産枚数は１株当り１６枚

で収支償わなかった。

昭和14年 導流さく

南東沖

水深７ 77Ｚ

沖合改良ひび ３Ｄさく

900株

１０月２５日〆■￣ １月に手入れをして，２月

下旬終期となった。生産枚

数は１株当り２７枚(４１錫

で収支償わなかった。

昭和15年 導流さく

南東Y中

沖合改良ひび １５さく

４５０株

１０月２６日宍～

16年４月上旬

１２月中旬手入れをして４

月上旬終期となった。生産

枚数１株当り１６７枚，株

当り１０．１銭の益

本年度から、網ひび養殖試

験を開始した。



ね合ご毒頒試騨ﾌTZは裏業の榔辱U【tsライと二合卜

カノH2 験綜

凸

至難|小嚇栄蔵

g和Z８１＝朧

ＥＩＲ和ＺＢ

｡

Ⅲ０１発】鴎

可

－ワハー

年

昭
～

昭
～‐

白

和ピ

12匂

和9

50年
巴

●

●

①

昭和
～2９

ｌ
ｌ－

Ｉ

２８

年

従来各所において行われたノリ沖合養殖試験叉は事業の概要：：

試験者、 方法 方法 の慨要

｡

‐

試験結果

藤森三目Ｉ

小野寺栄蔵

①０

三浦恭太郎

'卜国松

千葉県水産

拭験所千葉

支所
￣■己

頁藤俊造

ヨ
式

式
式
．

■
６
Ｐ
Ｃ
●
、
→
Ｃ

力
！
》

ん
１
“

だ
、

だ
ん

い
は
だ

か
か

は
易
式

浮
く

い
竿

｛
鼎
。
こ

東京都中央区の地先水深５ｍ ‘

場所で行い，装置はワイヤーロ:‐
●■●

ﾌﾟY12mmm莚長方形にし，これにiＥ

竹#を結びつけて海の表面に浮べ；
Ｉ

ひびは，丸竹で作ったわくに，鼎

し網，

●

‐

もうそう割竹叉はもうそ；

枝を用いて，前記のワイヤーロー
c●。､

ずりこ縦に沿って結びつけて浮は人

(だ）させたものである．。'.

)宮城県気仙沼湾松岩漁場水深１W《

１２ｍで行い，装置はけた木と荷

する半載の丸太の弧面両端に'1,立

木を建て，平面になった下部に真

竹を結びつけいかだ（９ｍ）とする

この小木にひびとしてノリ網を張

る方法で，いかり網の長さによつ
:

て干出が自在に与えられる。

岩手県大槌湾水深15ｍで行い，

装置は前記小野寺の考案によるも

Ｄとほぼ同様であるが，おもな相

重点はけた木に丸太半載でなく８

分板を用い，小立木に張り竹を坂

りつける点である

,ま４５１，へ

。 いかだの長さ

千葉県奈良輪地先水深５ｍ及び

謙我漁場沖水深２ｍで試鬼，方法

土ノリ網の両端に錨を取付け網に

申子に浮竹を付け水平に浮はんさ

せる式と垂直に浮かせる方法で，

周の長さは１８ｍ及び５６ [nｏ

神奈川県議磯湾|'こおいて行い、

嵩置は逆Ａ字形に真竹を組象，こ

T,を-1も8ｍごとにい力ﾐ!)Lを取付け

て浮かせ，竹の上部にノリ網を張

ワ ， 長さ４５ｍの両端より遠方に

,､かりを打ち，両側に引かれるよ

うにした方法である。

収支の計算上充分実用化の見

込承を得た。

人工的に干出を与えたものと

与えない Ｍとを比較|したが，

１５日に１i回２時間〈1らい干出

を与えることが望まし』い。
0

■

しか

し，全く干出を与えなくても充

分採算はとれる。風洩に対し，
～｜…殉

対抗力は強いがゴミ及び船舶に
丹

よる被害茜受けやすい。

すでに実用化し，海底の地質

に関係なく設置でき,l従来の方
■

?

法よりも良質のノリが採取され

ている。フYＺ フ 資材費も安価で経

済的である。
０

Ｐ0

0

前記と同様

ゲ

1６

▽

風波に対しては充分耐え得，
ワ

管理を充分行えば生産高は従来

、方法と大差なく,1施設費がや
､Ｉパ：’１

や高くなる。船舶１Ｆよる被害及

ぴ漁場面積を広く喪する欠点を

認める６

風波に耐え，生産をあげ得た。

見在真竹をピニールパイ

奥えし研究中。
巳印~｡■●－－●｡｡｡■わ■－■●

プに代
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昭和５０

～55年
浮き流し

式

宮城県松島湾及び気仙沼湾で行

われている養殖法で，一名|~ベタ

流し」とも称し，全浮動を与え，

終始千出させない方法である。 ノ

リ網に浮子を付け，いかりで固定

する簡易な装置である。

すでに実用化し，沖合の漁場

でも風､波に対する抵抗'性は強し 、。

主としてウツプルイノリの養

殖により早期に多収獲を得て，

経済的にも充分採算がとれると

されている 。
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